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大
盛
況
の
山
線
は
や
り
様
で
収
支
改
善

第6回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2004年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

コ
ロ
ナ
明
け
の
山
線
は
大
盛
況

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
お
盆
は
特
に
利
用
が

増
え
て
山
線
は
大
盛
況
と
な
っ
た
。
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
【
北
海
道
】
乗
り
物
大
好
き
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
「【
小
樽
―
余
市
】
２
両
は
限
界

か
？　

乗
客
が
爆
増
！　

想
定
以
上
の
混
雑

で
列
車
も
遅
延
！
」
に
よ
る
と
以
下
だ
。

▽
余
市
人
気
が
高
ま
り
鉄
道
フ
ァ
ン
に
限
ら 

ず
山
線
の
利
用
が
激
増

▽
平
日
朝
ば
か
り
で
な
く
平
日
昼
と
週
末
も

２
両
編
成
で
も
混
雑
し
遅
れ
が
常
態
化

▽
山
線
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
不
可
へ
の
精
算
対
応

で
列
車
が
遅
延

▽
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
対
応
の
た
め
ワ
ン
マ
ン
運
転

に
１
名
追
加
乗
務
、
蘭
島
駅
に
駅
員
も

▽
積
み
残
し
そ
う
な
列
車
へ
は
駅
員
が
対
処

小
樽
に
て
２
分
前
に
快
速
出
発

　

表
の
よ
う
に
、
山
線
全
線
を
走
破
で
き
る

列
車
は
早
朝
夜
間
を
除
く
と
２
・
５
往
復
し

か
な
く
、
行
程
を
組
め
ず
に
断
念
す
る
人
が

多
数
だ
ろ
う
。
利
用
の
多
い
余
市
―
小
樽
で

す
ら
昼
は
２
時
間
に
１
本
だ
。

コ
ス
ト
増
な
く
便
利
な
ダ
イ
ヤ

　

特
に
利
用
の
多
い
余
市
―
小
樽
に
限
っ
て

増
便
し
、
ま
た
小
樽
で
の
快
速
と
の
接
続
を

改
善
し
た
ダ
イ
ヤ
案
を
練
っ
た
。
横
が
時
刻
、

縦
が
駅
で
、
１
つ
１
つ
の
ス
ジ
が
列
車
だ
。

島
駅
配
置
の
シ
フ
ト
で
コ
ス
ト
は
増
え
な
い
。

　

夕
方
２
本
を
数
分
繰
上
げ
、
対
向
列
車
を

時
刻
変
更
す
る
こ
と
で
、
快
速
と
接
続
で
き

る
。
朝
１
本
は
繰
下
げ
る
こ
と
で
、
空
港
・

札
幌
か
ら
の
快
速
の
初
便
と
接
続
で
き
る
。

鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
の
収
支
を
改
善

　

表
の
よ
う
に
、
小
樽
で
の
快
速
と
山
線
の

接
続
を
大
幅
に
改
善
で
き
る
。
列
車
で
余
市

へ
出
か
け
る
人
が
相
当
増
え
る
は
ず
だ
。

不
便
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
利
用
が
あ
る

の
だ
か
ら
、
便
利
に
す
れ
ば
利
用
も
売
上
も

確
実
に
増
え
る
。

※太線は増便、薄線は現行、太点線は時刻変更

　

驚
く
こ
と

に
、
余
市
方

面
か
ら
小
樽

に
19
時
02
分

に
着
く
と
、

２
分
前
に
札

幌
方
面
の
快

速
エ
ア
ポ
ー

ト
が
出
発
し

た
直
後
だ
。

　

こ
れ
だ
け

 　
車
両
１
両
と
運
転
士
１
名
の
増
の
み
で

６
往
復
増
便
で
き
、
現
行
の
追
加
乗
務
と
蘭

 　
公
共
の
雑
誌
に
部
外
者
が
「
ダ
イ
ヤ
を

こ
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
は
増

え
ず
、
利
用
者
は
増
え
、
収
支
が
改
善
さ
れ

る
」
と
発
表
す
る
の
は
異
常
な
こ
と
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
は
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
す

ぐ
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
利
用
者
の
た
め
、

地
域
の
た
め
、
自
ら
の
た
め
に
。
他
線
へ
の

影
響
は
な
く
、
来
春
の
全
国
ダ
イ
ヤ
改
正
を

待
つ
必
要
は
な
い
。


